
7月臨時会／本会議（7/13） 議案上程、委員長報告、採決
建設常任委員会（7/13） 議案審査
総務常任委員会（7/13） 議案審査
9月定例会／本会議（9/6～8、11、12）              一般質問、議案上程、採決（２面～４面・6 面）
各常任委員会（9/13～15、19、10/2）　　　   議案・陳情審査等 （４面・５面）
決算特別委員会（9/12、21、22、25～27、10/2）    議案審査 （５面）
本会議（10/3） 委員長報告、議案上程、採決          （６面）

・ 7月臨時会では、市長提出議案として、補正予算議案１件、その他議案1件を可決しました。
・ 9月定例会では、20名の議員が一般質問を行いました。
・ 市長提出議案として、条例関係議案8件、補正予算議案3件、その他議案４件を可決、  
　令和4年度一般会計決算ほか５特別会計決算を認定、下水道事業会計に係る剰余金
　の処分および決算を可決および認定、公平委員会委員の選任議案に同意しました。
・ 議員提出議案３件を可決、陳情２件を採択しました。 

令和５年(2023年)９月定例会(９月６日～10月３日)
令和４年度一般会計決算等を認定

【今後の定例会開会予定日】 12月定例会：12月６日（水）　２月定例会：令和６年（2024年）２月６日（火）
  ※開会予定日は、変更となる場合があります。
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令和５年(2023年)７月臨時会(７月13日)

リニューアル
一般質問の紙面を

　議会広報委員会では、読みやすく充実した内容の「かまくら議会だよ
り」にするため協議を重ねており、その一環として、アンケートを実施
しました。その結果、「各議員がどのような一般質問をしたか知りたい」
という多くのご意見をいただいたことから、「一般質問紙面」を第262
号（令和５年８月１日発行）より見直しました。
　引き続き、親しみやすい紙面を目指して、協議を行っていきます。

第262号
（令和5年8月1日発行）

第261号
（令和5年5月1日発行）

令和5年  （2023年）8月1日 第 2 6 2号     （2)か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り

※ゆめみらい＝夢みらい鎌倉
　日本共産党＝日本共産党鎌倉市議会議員団

公明党＝公明党鎌倉市議会議員団
銀河＝銀河鎌倉

自民党＝自民党・無所属の会
ネット＝神奈川ネットワーク運動・鎌倉

鎌倉市の農業の未来と農業者の支援について

無所属 出田　正道

質問…鎌倉市が描く鎌倉市の農業ビジョンの目標と施策を伺う。 
都市整備部長…基本目標を「本市農業の安定的な継続」と定め、担い手の確保、地
産地消の推進、環境保全型農業の推進をしていく。 
質問…販売農家の減少が起きている根本原因を伺う。 
同部長…高齢化に伴う農業従事者の減少に加え、就農直後の資金・技術面、近隣
農家とのコミュニケーション面での課題があり、新規就農者が少なくなって
いることも要因と考える。 
質問…根本原因を解決する方法を伺う。 
同部長…新規就農に関する各課題のサポート体制の構築と新規就農者や経営規
模拡大を図る農業者に設備投資等の支援を行う。

一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等について市長などにただす
ものです。６月定例会では19名の議員が一般質問を行いました。
一般質問の全文は、８月下旬作成予定の本会議録に掲載します。図書館
や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索システム」でご覧ください。

その他の質問：鎌倉市役所位置条例、北鎌倉隧道通行再開、山ノ内交番
の廃止、今泉中継施設の交通対策等、児童・生徒の気付き（提案）

地域活動拠点となる公共施設について

銀河 くりはら　えりこ

質問…体育館のロッカーは鍵を閉めることができず、適切に使用できない状態
になっているものが多くある。これは補正予算などで早急に対応すべきだと
思うがいかがか。 
健康福祉部長…ロッカーについては、出来るだけ速やかに修繕する。 
質問…ＳＤＧｓ未来都市として、公共施設再編が進まない中でも、地域活動拠点
となる公共施設の長寿命化や老朽化予防保全に力を入れていただきたいが、
市長の考えを伺う。 
市長…地域拠点校に複合化する計画としている施設等については、施設再編ま
での間、引き続き市民の皆様の利用を継続すると共に、施設の状況に応じて修
繕を行う等、適切に施設管理を行う。

その他の質問：鎌倉市交通安全計画、交通安全対策について、孤立・
自殺の無いまち鎌倉へ（ＳＤＧｓ目標３・11）

給食無償化前にとりくむべきこと

ネット 井上　三華子

質問…令和５年度から公立保育園の給食に有機牛乳を提供しているとのことだ
が、どのような要件を満たしたものを有機牛乳というのか。 
こどもみらい部長…農林水産大臣が認めた登録認証機関により、有機JAS認定を
受けたもので、非遺伝子組み換えの有機栽培飼料を使用すること、放牧など家
畜がストレスを感じない環境で飼育すること、抗生物質やホルモン剤を使用
していないことなど、乳牛の飼育から牛乳の製造工程に至る、全ての工程で、
定められた基準を満たしていることが必要となる。 
質問…有機牛乳の提供は今後も継続していく考えなのか。 
同部長…課題もあるが、今後も継続して提供していきたい。

その他の質問：多様な地域の居場所づくりについて、今こそ平和教育・
平和推進事業を、保育のニーズにどうこたえるのか

ワクチン接種被害を鎌倉13歳死から考える

無所属 長嶋　竜弘

質問…令和３年10月２回目接種後４時間で亡くなった鎌倉の13歳の少年の件
は市民に公表する気はないか。 
健康福祉部長…議員ご質問の公表しないのかということであるが、個人の特定
につながりかねない情報については、ご親族の方の同意があったとしても、鎌
倉市の情報公開条例上、市として公開することはできないということで、これ
までと同様の判断である。

その他の質問：

シンガポール旅行から得られた１考察

自民党 後藤　吾郎

質問…シンガポールは街がきれいである。鎌倉ではたばこを含めたごみのポイ
捨て防止について今後どのように進めていくのか。 
環境部長…ごみ持ち帰りやマイボトル等の利用を推奨する。鎌倉駅周辺で市の
補助制度を使った民間喫煙所設置に向け、事前協議中である。 
質問…シンガポールでは防犯カメラが多い、鎌倉はどうか。 
市民防災部長…令和６年度からの設置に向けて、具体的な設置箇所など含めて
今後警察と協議をしていく。 
質問…シンガポールにあるタンピネス・ハブの様な共生共創が生まれる複合施
設・居場所を鎌倉でも作ってほしいが、いかがか。 
共生共創部長…共生社会に資する施設・居場所を作っていきたい。

その他の質問：介護保険における問題、①担当課人員は不足していないか、
②事業所や地域との情報交換はどのようにしているのか　など

小中学校エアコン設置委託業務について

自民党 森　功一

質問…この委託業務の事業手法はどのようなものか。 
教育文化財部長…工事に関する一切の業務を一事業者に一括して委託する設計
施工一括発注方式によるものである。 
質問…今後同様の手法で事業を行う場合、工事について極力市内業者に発注し
てほしいがどうか。 
同部長…工事内容を考慮し、市内業者の受注機会確保に努める。 
質問…災害時の対応や質の高い公共工事を行うため、今後どのような工事手法
であっても市内事業者へ積極的に発注してほしいが、市長の考えを伺う。 
市長…今後も市内事業者の受注機会の確保に努める。

その他の質問：

「かまくら議会だより」 の一般質問記事は、これまで項目別に整理した内容
の一部を掲載してきました。
議員の多様な議論を市民の皆さまに知っていただくことや、市民の皆さまに
読まれる「かまくら議会だより」を目指すという観点から、 紙面について議会
広報委員会において協議を重ね、本号より、一般質問を行った議員本人が質問・
答弁をまとめ、議員ごとに掲載することとしました。
一般質問記事は、２面から４面まで掲載しています。記事ごとに掲載してい
るＱＲコードからは、録画中継映像がご覧いただけます。
一般質問記事が増えたことに伴い、「かまくら議会だより」のページ数が４
ページから６ページになっています。

一般質問記事の紙面が変わりました

一般質問
主な 質  問  と  答  弁

か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り 令和5年  （2023年）8月1日（5)     第 2 6 2号

６月15日開催　審査した内容（議案１件、 報告事項５件）

６月16日開催　審査した内容（議案４件、陳情３件、報告事項12件） ６月14日開催　審査した内容（議案１件、報告事項11件）

６月19日開催　審査した内容（議案５件、報告事項７件）

報告事項　学校・家庭生活に関する調査について
本調査は、令和５年（2023年）４月にこども家庭庁が創設されたことを受け、

「こどもまんなか」社会を実現するため、子どもが抱えている困り感を把握し、
その解決に向けた施策を検討することを目的に実施した調査であり、その概要
について報告がありました。
調査対象者は市立小学校４年生から６年生および市立中学校１年生から３

年生と市内に住民票がある高校生で、総数約12,000人を対象に実施し、約半数
の6,572人から回答があったとのことです。
家のことで困り感を抱えていると回答した子どもは小学生で7.3％、中学生

で8.1％、高校生で10.4％おり、年齢が上がるにつれて困り感は増加していく傾
向がみられました。また、ヤングケアラーについては、その定義を「本来大人が
担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子どもの
こと」とした場合の、ヤングケアラーの状況およびその傾向を捉える参考にし
たとのことです。
今回の調査結果から、家のことで困り感を抱えている子どもが少なくなく、

ヤングケアラーの傾向がうかがえる子どもも一定数おり、いずれの子どもたち
も学校や家庭とは別に落ち着いて過ごすことができる時間や勉強に取り組む
ことができる環境、信頼できる大人との出会いを求めているといえるとのこと
です。
今後、ケアラー支援条例を制定していく中で、関係機関等と連携して子ども

たちの悩みや思いに寄り添うことができるハード、ソフト双方の支援策につい
て検討していくとのことです。
委員会では、報告事項について了承されました。

報告事項　深沢地域整備事業の取組状況について
令和５年（2023年）３月に神奈川県、藤沢市および本市の３者は、独立行政法人都市

再生機構に対し、村岡・深沢地区一体の土地区画整理事業の施行を要請し、同機構は国
土交通大臣に事業計画認可の申請を行いました。
深沢地区における総事業費は約263.1億円となり、事業費の収入内訳は、保留地処分

金が約184.2億円、補助金が約78.8億円、市単独費が約0.1億円であり、市の負担につい
ては、補助金に対する負担と市単独費を合わせて約39.5億円を見込んでいるとのこと
です。また、道路や公園に充てるための公共減歩と事業費の一部となる保留地減歩を
合算した事業全体の平均減歩率（※用語の解説を参照）については、42.7％の見込みで
あると示されました。
事業区域周辺の道路整備の検討については、今年度、４件の業務委託を進めていく

予定であるとのことでした。
委員会では、平均減歩率の考え方や権利者への具体的な影響などについて質疑が行

われた後、報告事項について、３名の委員が了承し、３名の委員が了承できないとして
聞きおくとしました。

報告事項　令和５年度の海水浴場について
市は海に近接する自治・町内会および海の家を営業する海浜組合などと、海水

浴場の在り方や安全対策などについて協議を行い、合意に至ったことから、今年
度も海水浴場を開設するとの報告がありました。
開設する海水浴場は材木座、由比ガ浜および腰越の3カ所で、期間は令和5年

（2023年）7月1日から8月31日まで、開設時間は午前9時から午後5時までとのこ
とです。
海水浴場の開設に当たり、これまで実施してきた防犯カメラやドローンなどを

活用した安全対策、海水浴場の健全化に向けた取り組みなどを引き続き実施して
いくことに加え、コロナ禍を経て海岸の利用方法や海水浴場の利用形態が変わっ
てきていることを踏まえ、今年度から新たに「ソフトボードエリア」を各海水浴場
に設けて、エリア内においてウレタン素材のボードを使用したマリンスポーツが
できるようにするとのことです。
「ソフトボードエリア」では、遊泳禁
止とするほか、エリアが漁船の出入り
口と同一または近接しているため、漁
船の出入りが多い時間帯の監視を強化
し安全確保に努めるとともに、混雑に
より安全確保が困難であると判断した
場合は、一時的にエリアを閉鎖できる
とのことです。
委員会では、報告事項について了承

されました。

報告事項　令和４年度職員満足度調査の結果について
令和４年度に実施した職員満足度調査は、市役所職員全員が生き生きと働き、

日本一の行政パフォーマンスを発揮する「チーム“鎌倉市役所”」を実現するため、
職員が市役所に対して満足しているか、現状を把握するとともに、経年変化を計
るため、令和３年度を初年度として実施したものです。
設問は選択式と自由記述の全47問で令和４年（2022年）11月から12月にかけ

て実施、調査対象は、一般職、技能労務職、消防職、任期付職員・再任用職員および
会計年度任用職員で回答者数は1,619人、回答率は65.5％でした。
設問のうち、満足度が最も高かったものは、「自分と職場の同僚の関係は良好で

あると思いますか」の89.2％、一方、満足度が最も低かったものは、「自分の鎌倉市
役所職員としての将来的な姿をイメージできていますか」の42.4％でした。また、
昇任に関しては、「責任の重さ」や、自らの「能力・適性」などを理由にちゅうちょす
る職員が半数以上いることも分かりました。
全体的に令和４年度調査は、令和３年度調査と比較して、大きな変化はありま

せんでしたが、全体的に満足度が微減傾向となりました。
これらの結果を踏まえ、令和５年度は管理職に向けたマネジメント研修の実

施、職員のキャリア支援を意識できるような人事施策の導入、個人のスキルアッ
プを後押しする施策の導入のほか、人事評価方法や時期の見直しを行い、より適
正に評価できる仕組みづくりを進めるとのことです。また、新任係長が職務経験
を積みながらも、仕事と子育て・介護等との両立といったワーク・ライフバランス
の充実を図ることができるように、経験豊富な定年延長職員がフォローできる体
制を作るなど、係長職の負担を減らし、昇任のハードルを下げられるような人事
施策を検討していくとのことです。
委員会では、報告事項について了承されました。

市民環境常任委員会
建 設 常 任 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会
教育福祉常任委員会

常任委員会
審査の一部を紹介します

常任委員会等の委員構成

【村岡・深沢地区土地区画整理事業の事業費収入内訳（深沢地区）】

【※用語の解説】
　土地区画整理事業において、事業を行う区域に権利を持つ人が、個々の権利に応じて少
しずつ土地を提供することにより土地が減少することを減歩といい、もとの土地に対して
どれだけ減歩されたかの割合を減歩率といいます。平均減歩率とは、個々の土地の減歩率
でなく、事業区域全体の面積における平均の減歩率を算出したものです。

事業費　約263.1億円（深沢地区）

保留地処分金
約184.2億円

（関連施設整備の費用を含む）

補助金　約78.8億円
市負担金
約39.4億円

国負担金
約39.4億円

市単独費
約0.1億円

海水浴客でにぎわう由比ガ浜海水浴場

総 務 常 任 委 員 会

教育福祉常任委員会

市民環境常任委員会

建 設 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

市の総合計画・財政・
デジタル戦略・地域共生など

学校・文化財・こども支援・
福祉・市民健康など

各委員会の所属議員（◎委員長　○副委員長）委員会 所管事項

市民生活・観光・防災・
ごみ関連・消防など

緑地・崖地対策・道路・
下水道・庁舎整備など

定例会の会期・議案審査の順番・
本会議の進行の確認など

◎中村聡一郎　　○長嶋　竜弘　　千　　一　　　武野　裕子
　池田　実　　　　岡田　和則 

◎納所　輝次　　○後藤　吾郎　　藤本あさこ　　久坂くにえ
　前川　綾子　　　井上三華子　　吉岡　和江

◎志田　一宏　　○児玉　文彦　　出田　正道　　くり林こうこう
　竹田ゆかり　　　日向　慎吾

◎保坂　令子　　○中里　成光　　高野　洋一　　くりはらえりこ
　森　　功一　　　松中　健治　　大石　和久

◎日向　慎吾　　○志田　一宏　　後藤　吾郎　　前川　綾子　　高野　洋一
　児玉　文彦　　　くりはらえりこ　　吉岡　和江　　納所　輝次　　保坂　令子

議 会 広 報 委 員 会 議会だよりの編集・発行など ◎中里　成光　　○後藤　吾郎　　武野　裕子　　児玉　文彦
　井上三華子　　　岡田　和則

新庁舎等整備に関する調査特別委員会 新庁舎等の整備に向けた
調査および検討

◎前川　綾子　　○保坂　令子　　中里　成光　　児玉　文彦
　くりはらえりこ　　　吉岡　和江　　中村聡一郎

令和5年  （2023年）5月1日 第 2 6 1号     （2)か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り

母
子
健
康
手
帳
に
つ
い
て
、次
の

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
母
子
保
健
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
公
布

及
び
母
子
保
健
法
施
行
規
則
第

７
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
様
式
の
一
部
を
改
正
す
る
件

の
告
示
に
よ
り
、本
市
に
お
い

て
も
、改
正
後
の
新
た
な
母
子

健
康
手
帳
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
の
か
、伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
母
子
健
康
手
帳

は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
省

令
様
式
と
作
成
事
業
者
に
裁
量

が
あ
る
任
意
様
式
か
ら
成
っ
て

い
る
。
改
正
後
の
任
意
様
式
の

内
容
を
確
認
し
た
上
で
、４
月

１
日
か
ら
新
し
い
母
子
健
康
手

帳
を
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
本
市
で
は
多
様
性
を
認
め

合
い
、自
分
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、鎌
倉
市
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
す
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。母
子
健
康
手
帳
に
お
い
て

も
、そ
の
内
容
に
か
な
っ
た
も

の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

市
長
…
現
在
使
用
し
て
い
る
母
子

健
康
手
帳
は
、
大
き
さ
、
見
や

す
さ
、
任
意
様
式
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
評
価
を
し
て
選
定
し

て
い
る
。
今
後
は
障
害
お
よ
び

病
気
の
有
無
、
家
族
の
形
、
多

様
性
を
尊
重
す
る
記
述
の
有
無

な
ど
、
共
生
社
会
の
実
現
と
い

う
視
点
も
加
え
て
選
定
し
て
い

く
。

質
問
…
子
ど
も
の
様
々
な
権
利
を

守
り
保
障
す
る
義
務
が
あ
る
こ

と
を
妊
娠
中
か
ら
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、母
子
健
康
手

帳
に
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
記

載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、

伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
本
市
が
選
定
し

た
母
子
健
康
手
帳
に
子
ど
も
の

権
利
条
約
の
記
載
が
な
い
場
合
、

そ
の
内
容
を
印
刷
し
た
も
の
を

一
緒
に
配
布
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

質
問
…
印
刷
し
た
も
の
を
配
布
す

る
だ
け
で
は
紛
失
し
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
た
め
、子
ど
も
の

権
利
条
約
を
記
載
し
た
し
お
り

を
作
成
し
て
配
布
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
い
が
、い
か
が
か
。

市
長
…
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

出
生
届
に
つ
い
て
、次
の
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
出
生
届
に
は
父
母
と
の
続

き
柄
欄
が
設
け
て
あ
り
、届
出

人
が
、嫡
出
子
か
嫡
出
で
な
い

子
か
、し
る
し
を
つ
け
る
事
に

な
っ
て
い
る
。し
る
し
の
記
載

が
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
、伺
い
た
い
。

市
民
防
災
部
長
…
記
載
す
る
よ
う

届
出
人
に
補
正
を
求
め
て
い
る
。

補
正
に
応
じ
な
い
場
合
、
そ
の

記
載
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
出

生
届
の
そ
の
他
の
欄
に
「
出
生

子
は
母
の
氏
を
称
す
る
」
ま
た

は
「
出
生
子
は
母
の
戸
籍
に
入

籍
す
る
」
な
ど
の
例
に
よ
り
、

嫡
出
で
な
い
子
の
称
す
べ
き
氏
、

ま
た
は
入
籍
す
べ
き
戸
籍
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
に
補
正
を
求

め
て
い
る
。

質
問
…
東
京
都
国
立
市
で
は
人
権

擁
護
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、嫡
出
で
な
い
子
で
あ
る

こ
と
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、窓
口
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。本
市
で
も
こ
れ
を
参
考
に

し
て
、現
在
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
充
実
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

同
部
長
…
国
立
市
が
作
成
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
確
認
し
、

参
考
と
な
る
点
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
今
後
も
届
出
人
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
窓
口
対

応
に
努
め
て
い
く
。

２月定例会では、提出された５
件の陳情について、３件を全議員
に配付し、２件を各常任委員会に
付託し審査を行いました。
付託した２件のうち、１件を継
続審査とし、１件を本会議におい
て採択しました。
結論が出た陳情の要旨および結
果は次のとおりです。

【採択した陳情】
　鎌倉市制100周年記念事業と
して『新 鎌倉市史』の編さんを
求める陳情（陳情第41号）
陳情の要旨　

本市が令和21年に市制
100周年を迎えるため、長ら
く中断していた市史編さん
事業を再開し、編さんにかか
る資料収集、人材確保、体制
づくりに着手することを求
めるものです。
教育福祉常任委員会、本会議と
もに総員の賛成により採択しま
した。

陳情の議決結果
国の制度による子ども医療費助成制度の創設等に関する意見書

子どもは病気にかかりやすく、抵抗力が弱いため重症化することも多く、成長期
にある子どもの病気の早期発見・早期治療を支えるために医療費の心配をなくす
ことは、大きな子育て支援になる。
子ども医療費助成制度は全ての自治体で行われており、2009年当時、２つの自治
体だけであった「高校卒業まで」の通院時の助成は、2021年４月現在、全国1,741市
区町村の半数近い817にまで広がっている。
厚生労働省の調査によると、市区町村の約半数が、都道府県の助成分に上乗せす

る形で、通院・入院ともに「高校卒業まで」の助成を実施し、「中学校卒業まで」と合
わせると、通院は94.7％、入院は97.8％の市区町村に広がった。さらに、「20歳まで」
「22歳まで」の助成を実施する市区町村もある。
しかし、自治体が実施する子ども医療費助成制度は、対象年齢、所得制限、一部負
担の有無、現物給付と償還払いの違いなど、自治体間で大きな格差がある。鎌倉市
で実施している現物給付は、医療機関の窓口で負担なく医療が受けられる方式で、
国は、医療費助成を現物給付で実施する市区町村の国民健康保険については、国庫
負担を減額するペナルティーを行っており、現物給付によって子ども医療費助成
を実施している市区町村では、財政運営上の大きな支障となっている。
どこで生まれ、どこに住んでも、子どもは等しく大切に育てられるべきである。そ
のためには、子ども医療費助成制度を国として創設することが求められている。
よって、次の事項について実現を図られるよう求める。
１、子どもの医療に関わる全国一律の医療費助成制度を創設すること。
２、小学生以上の子どもの医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額
調整措置を全廃すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和５年（2023年）３月17日
鎌　　倉　　市　　議　　会

台湾のＣＰＴＰＰ（環太平洋パートナーシップに
関する包括的及び先進的な協定）加入を積極的に

支援するよう求める意見書
我が国と台湾は、自由、民主主義、基本的人権、法の支

配といった基本的価値を共有している。
また、経済や観光など様々な分野で深いつながりが
あり、強い信頼と友情で結ばれた重要なパートナーで
ある。経済分野については、令和３年の日台双方の貿易
総額は９兆6000億円を超え、我が国にとって、台湾は世
界第３位の輸出入先であり、貿易相手先としての重要
性はますます高まっている。
本市においても、令和２年５月には、台湾の外交部か

らマスクの寄贈を受けており、本市議会では、「鎌倉市
議会日台友好親善議員連盟」が活動するなど、様々な交
流が行われており、結びつきも強い。
こうした中、台湾は令和３年９月にＣＰＴＰＰ加入を
申請した。台湾のＣＰＴＰＰへの加入が実現すれば、我
が国を含む環太平洋地域の経済貿易に活力を与え、域
内経済に好循環を生み出すことはもとより、我が国と
しても、経済のみならず、様々な分野における日台間の
協力関係の強化が期待されるところである。
よって、国においては、台湾のＣＰＴＰＰ加入を積極
的に支援するよう強く要望する。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出

する。
令和５年（2023年）３月３日

鎌　　倉　　市　　議　　会

可決した意見書 ２月定例会では、次の意見書提出に係る議会議案を可決しました。なお、可決した意見書は、
地方自治法第99条の規定に基づき、関係機関に提出しました。

一般質問項目一覧

【第１日 ２月８日（水）】
①　くり林　こうこう（無所属）
１　子育て支援政策について
２　鎌倉の観光政策について

②　長嶋　竜弘（無所属）
１　ミニ氷河期2030年来襲予測と環境改

変技術
２　神奈川県食品自給率２％の改善が市

民の命や暮らしを守る喫緊の課題
３　市長の「発災時に司令塔となる本庁

舎」の意味不明発言について
４　感染者数世界一・死亡者数激増の日

本、２類から５類へ、５月８日にコ
ロナは怖くなくなるのか？

５　ワクチン接種後健康被害はもう隠せ
ない、鎌倉の13歳の死にフタをし続
ける罪

６　マスクによる健康被害は長期に及
ぶ、子ども達に強制した罪

③　くりはら　えりこ（無所属）
１　強靭な「まちづくり」について（ＳＤＧｓ

目標11・13）
２　市役所移転に関する条例の否決を受

けて（ＳＤＧｓ目標 11）
④　松中　健治（無所属）
１　鎌倉市とＵＲ
２　市長の発言と災害認識
３　鎌倉らしさ、鎌倉ならではの景観、

観光資源。スラムダンク等
⑤　竹田　ゆかり（無所属）
１　「母子健康手帳」の様式改正に伴う

市の対応について
２　「出生届」の記載内容と市の対応に

ついて
３　市内事業所で働く方々の「労働環境

改善」に向けて
４　学校内「フリースペース」の設置に

ついて
５　交差点名の表示について
６　「学校職場環境改善プランⅡ」のふ

り返りについて
７　平和推進事業について

３
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

市
民
環
境
常
任
委
員
会
が
所
管
す

る
事
務
と
し
て
調
査
し
て
き
た

「
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

観
光
商
工
振
興
策
に
つ
い
て
」の

最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

（
報
告
の
主
な
内
容
）

市
民
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま

ん
延
の
影
響
に
よ
る
観
光
客
の
減

少
や
、
円
安
お
よ
び
原
材
料
費
高

騰
な
ど
に
よ
る
経
済
状
況
悪
化
の

影
響
を
踏
ま
え
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
施
策
等
を
実
施
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
観
光
商
工
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４

年
６
月
定
例
会
以
降
、
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
中
間
報
告
を
行
い
、
本
市
が
今

後
進
め
る
べ
き
商
工
振
興
策
な
ど

に
つ
い
て
、
委
員
会
の
意
見
を
付

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
定
例
会

で
は
、
本
市
が
今
後
進
め
る
べ
き

観
光
施
策
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
を
通
じ
て
、
本

市
で
は
観
光
分
野
に
お
け
る
効
果

分
析
が
十
分
に
で
き
て
お
ら
ず
、

ま
た
本
市
が
進
め
る
観
光
施
策
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
お
よ

び
基
盤
の
整
備
が
メ
イ
ン
と
な
っ

て
お
り
、
戦
略
的
な
誘
客
が
ほ
と

ん
ど
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課
題

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
進
め

る
べ
き
観
光
振
興
策
と
し
て
、

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
の
収

集
・
分
析
お
よ
び
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
観
光
戦
略
の
策
定
」「
富
裕

層
へ
の
誘
客
お
よ
び
取
り
組
み
へ

の
支
援
」「
観
光
人
材
の
育
成
・
獲

得
お
よ
び
関
係
人
口
を
増
や
す
施

策
の
実
施
」「
鎌
倉
の
伝
統
・
文
化

の
体
験
お
よ
び
魅
力
の
発
信
」
な

ら
び
に
「
交
通
環
境
の
利
便
性
向

上
」
と
い
う
五
つ
の
観
点
か
ら
委

員
会
の
考
え
を
示
し
た
も
の
で
す
。

最
終
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

６
月
上
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問の録画中継
映像はこちら

最終報告
の録画中
継映像は
こちら

◆

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て

市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
す
。２
月
定
例
会
で
は
５
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
た
上
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、議
会
広
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議会だよりのリニューアルを行っていきます!!

●定例会等の主な動き

●定例会等の概要

これからは・・・

一般質問紙面は、項目別
に整理し、掲載してきまし
た。議員の多様な議論を
皆さまに知っていただく
ため、議員ごとに掲載しま
した。

議員ごとに録画中継映像
のQRコードを掲載し、閲
覧できるようにしました。

これまでは・・・

どなたにも読んでいただけるように

紙面にしてまいります。

読みやすい文字の大きさ
見やすいレイアウト
親しみあるデザイン など
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一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等について市長などにただす
ものです。９月定例会では20名の議員が一般質問を行いました。
一般質問の全文は、11月下旬作成予定の本会議録に掲載します。図書館
や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索システム」でご覧ください。

鎌倉市職員の働き方について
ゆめみらい 中里　成光

質問…市の職員が地域活動に参加しやすくする環境づくりとして、「地域貢献活
動休暇」制度を導入する考えはあるのか。
総務部長…今後、地方公務員の休暇制度において、そのような休暇制度の方針が
示された場合は制度の導入を検討していきたい。
質問…執務時におけるバランスボールの本格導入を行った。実際にバランス
ボールを利用した職員の実績と声を伺いたい。
同部長…試験導入において47名の職員が利用し、姿勢が良くなった。腰痛が改善
されたとの声もあり、心身への効果が確認できた。健康経営に取り組んでいる
本市としては職員の生産性向上や健康増進のために活用していきたい。

その他の質問：つながる鎌倉エール事業について

災害時のペット同行避難に関して
公明党 児玉　文彦

質問…昨年９月の一般質問で提案・要望し、現在制作中と聞いている鎌倉市の
「ペット同行避難ガイドライン」の完成はいつ頃か。
市民防災部長…環境省ガイドラインや他市町村の先進事例を参考にしながら関
係課と協議中。今後、神奈川県鎌倉保健福祉事務所や獣医師会など関係機関の
協力を得ながら作成を進め、令和５年度内の完成を目指している。
質問…愛犬家の多い鎌倉市としてペット同行避難訓練の早期実施を望む。
同部長…「ペット同行避難ガイドライン」作成と並行し、関係者と協議連携しな
がらペット同行避難訓練の実施に向けて取り組んでいく。

その他の質問：二階堂地域の停電対策に関して、民有地の樹木管理に
関して

有害鳥獣対策について
自民党 森　功一

質問…野生鳥獣による被害はどのようなものがあるのか。
環境部長…有害外来生物による被害で最も多いのは果実の食害や樹皮剥ぎ、ま
た、屋根裏に営巣されるなど生活被害も報告されている。
質問…タイワンリスについてはどのような対策を取っているのか。
同部長…市民に捕獲檻を貸し出し、捕獲した個体は市が回収している。　
質問…タイワンリスの捕獲頭数はどのように推移しているのか。
同部長…直近三年間は毎年1000頭を超えている。令和５年度は既に800頭を超
えており、生活被害だけでなく生態系への影響が懸念される。
質問…タイワンリスについて新たに対策は立てないのか。
同部長…市が主体となり生息密度が高い地域での重点捕獲を検討する。

その他の質問：消防団の連携・交流について

災害時要援護者登録制度について
無所属 千　一

質問…災害時要援護者は現在何人登録されていて、対象者の何割ぐらいか。
市民防災部長…令和４年度の登録者は１万843人。対象者は約４万６千人なので
２割強である。
質問…対象者にはもっと登録してほしいが、鎌倉市としてはどう考えているか。
副市長…あくまでも本人の意向によるものだが、避難が困難となる方の登録が
必要であると認識しており、制度の周知・充実を図っていく。

その他の質問：

公共施設再編計画の見直しについて
日本共産党 高野　洋一

質問…公共施設再編計画に含まれている深沢地域で整備予定の総合体育館・総
合グラウンドは、鎌倉体育館・大船体育館・坂ノ下の海浜公園水泳プールを廃
止して集約・複合化する計画となっている。市民生活への影響が大きく、廃止
対象となる地域住民との合意形成が極めて重要だが、どのような形で進めて
いこうと考えているか。
健康福祉部長…深沢地区における総合体育館等の施設整備に関しては、来年度
にかけて検討中のスポーツ振興基本計画に基づく施設整備の基本構想の策定
時にもパブリックコメントを行う予定。また、今後の施設整備を進めるに当
たっては、現在のスポーツ施設利用者へ十分な説明を行うなど、丁寧に対応す
るよう努めていく。
その他の質問：新庁舎等整備計画の見直しと市庁舎現在地利活用計画
について

子ども読書活動の推進と学校図書館のあり方
公明党 納所　輝次

質問…学校図書館の図書廃棄の基準と廃棄状況、新たな図書の補充状況はどの
ようになっているか。
教育文化財部長…傷みが激しい書籍や情報が古くなった書籍などについて、種
別ごとに廃棄の基準を定めている。電算化対応を契機に図書を整理・廃棄した
結果、令和２年度から図書総数が年平均１万１千冊程度減少している。図書の
補充数は、１年あたり約７千冊で、継続的に図書数の充実を図っている。
質問…デジタル社会に対応した読書環境の整備への取り組みを伺う。
同部長…第４次子ども読書活動推進計画で「紙資料とデジタル資料のハイブ
リッドな情報活用」を重点目標に掲げている。

その他の質問：

帰宅困難者対策を中心とした防災対策について
無所属 久坂　くにえ

質問…（８月５日のJR事故による帰宅困難者発生に関し）広域的な対応が必要で
あり、鉄道事業者や県などに提言を行うべきではないか。
市民防災部長…鉄道事業者をはじめとした民間事業者、県との意見交換や訓練
を通じて対応を行っていく。
質問…市内帰宅困難者一時滞在施設の地域偏在を解消する必要があるが、今後
の指定の考えは。
同部長…一時滞在施設の確保や近隣自治体等との連携も検討する。
質問…地域の防災力向上のために、自治町内会等の様々な団体をつなぐために
も支所機能の充実が求められるが、いかがか。
同部長…支所の地域支援機能の充実が必要と認識している。
その他の質問：

一般質問
主な 質  問  と  答  弁
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公共施設再編計画の考え方と実際の展開
ネット 保坂　令子

質問…地域拠点校は再編手法の柱だが、対象校の建て替え時期に合わせた長期
的な視野に立つものであることの周知が不十分ではないか。
総務部長…計画策定から８年が経つ。進捗状況や今後の見通しとともに公共施
設再編の意義や目的を改めて市民にお知らせしていく。
質問…再編の取組方針に「施設と機能の分離」や「公共施設にこだわらない公共
サービスの提供」があるが、活用できる民間施設は少なく、高層化してその床
を民間が使うような官民連携手法も難しいのが本市の実情ではないか。
市長…各施設の状況に応じた適切な手法を検討して更新・長寿命化を行うが、市
役所現在地の利活用では公共スペースを優先していく。

その他の質問：来春の「困難な問題を抱える女性支援法」の施行に
向けて市が取り組む女性支援策、特に10・20代の女性への支援

孤独をどう防ぐか【独居高齢者・妊産婦など】
自民党 後藤　吾郎

質問…市内独居高齢者の人数と推移は。また行政サービスは。
健康福祉部長…令和２年度の国勢調査では10435人。今後25年間は増加傾向、
2050年頃にピークを迎えると予測。本市では高齢者見守り制度を実施してい
る。令和５年度７月時点で約2100人が登録済。
質問…消防で見守り制度を共有していると聞いている。今の課題は。
消防長…住宅火災の死者は７割高齢者。住宅防火の更なる啓発が課題。
質問…湘南鎌倉バースクリニックが閉院と伺っている。産後ケア事業に代表さ
れる妊産婦への支援がより重要となると思うがいかがか。
健康福祉部長…関係機関との連携をより強化するとともに、安心して妊娠期か
ら子育て期まで過ごせるよう切れ目のない支援をしていく。
その他の質問：下水道事業の今とこれから【社会基盤施設マネジメント
計画、持続型下水道再整備事業などに関連して質問】

保育園の待機児対策について
日本共産党 吉岡　和江

質問…保育を必要としている児童に対する市の責務について、伺う。
こどもみらい部長…児童福祉法第24条第１項の規定に基づき、保育が必要な児
童の保育を行うことは、市の責務と考えている。
質問…待機児童数、保留児童数の状況は。
同部長…令和５年４月１日時点の待機児童数は28人、保留児童数は229人で令
和４年度と比べて増加した。保留児童数の約80％が、待機児童数は全員が１、
２歳児である。
質問…待機児童対策は喫緊の課題であり、どのように対応するのか。
市長…実施している施設整備や保育士確保策のほか、現在検討中の実効性のあ
る効果的な施策を、早期に実施を目指してまいりたい。
その他の質問：介護保険および利用料軽減、特養の整備、視覚健診、
加齢性難聴補聴器助成、帯状疱疹ワクチン補助、外出支援

教職員の「実効性ある働き方改革」に向けて
無所属 竹田　ゆかり

質問…各校の水泳授業は毎年多くても２、３回しか行えない。使用頻度に比べて
プールの維持管理費も高く老朽化も進んでいる。一方プール清掃など管理業
務が多岐にわたり教職員の負担となっている。学校外プールを活用した年間
を通しての指導を検討してはどうか。
教育文化財部長…学校での働き方改革を進めるためにも、プールの維持管理の
在り方の検討が必要である。プールの老朽化も進んでいることから、他自治体
の状況を参考にして検討していく。
質問…保護者から学校へクレームが寄せられ、教員が対応に追われることが多
いと聞く。スクールロイヤー配置の検討をしてはどうか。
同部長…トラブル未然防止、教員の負担軽減のために検討していく。
その他の質問：「スクールコラボファンド」を活用した学習について、
子どもの視点に立った「多様な学びの場づくり」について

介護保険制度の状況について
銀河 岡田　和則

質問…介護医療院の概要を教えてほしい。
健康福祉部長…制度は平成30年４月１日に創設。介護保険施設として長期療養
が必要な要介護者に医療機能と日常生活支援を行う。
質問…県内の介護医療院は政令指定都市を除いていくつの施設があり、入所定
員は何名か。
同部長…７施設。定員合計440人。（令和５年８月１日現在）
質問…鎌倉市の被保険者で、介護医療院への入所者は何名か。
同部長…10人。（令和５年６月現在）
質問…来年の計画に介護医療院の鎌倉市での設置は入っているか。
同部長…ニーズや施設からの相談に応じて見極めていきたい。
その他の質問：グランシップと大船仲通りの直結について、大船観音前
マンション建設跡地の活用について

元気高齢者の施策について
ゆめみらい 前川　綾子

質問…高齢者の就労のための、ジーバーシステムとは。
副市長…AIを活用した求人システム。時間やスキルを細かく切り分けた就労に
つながる。ボランティア活動などへの応募も可となる。
質問…みらいふる鎌倉の事務局について、一定の場所に設置し、経験のある職員
を配置する必要があると思うが。
健康福祉部長…市職員がサポートしているが、会員の高齢化に伴い事務作業の
負担等で運営に支障があり、ご指摘の要望を受けている。
質問…二階堂地区で「きしろ」が送迎車両を運行するそうだが。
同部長…二階堂地区の住民の要望を受け、10月以降に試験運行を始めると聞い
ている。買い物、通院、習い事などに対応する。
その他の質問：コロナが高齢者に与えた影響について、老人福祉セン
ターについて、老人クラブについて、高齢者の外出支援について

子育てしやすいまちＮｏ．１を目指して
銀河 くりはら　えりこ

質問…待機児童の解消のための有効な手段の一つとして、施設整備があると思
うが、今後どのように考えているか。
こどもみらい部長…施設整備と並行して保育士確保策を行いながら、待機児童
対策に取り組んでいる。今後も様々な手法を組み合わせる。
質問…保育料の無償化の対象となっていない０歳から２歳児までの保育料や給
食費の無償化も有効な手段だと考えるが、いかがか。
同部長…限られた財源の中での多額の負担が発生することや、未就学児に対す
る支援の公平性の観点から、課題があると考えている。
質問…子育てしやすいまちＮｏ．１を目指していただけないか。
市長…令和６年度予算に、より充実した子育て支援策を提案したい。
その他の質問：災害の事前復興と関連死予防、鎌倉市役所本庁舎の深沢
移転は市民に必要か、公共施設のメンテナンス

食を通した居場所づくりと給食について
ネット 井上　三華子

質問…食を通した居場所の開設や運営に対し、国や他自治体で様々な支援がな
されており市内でも増えていくといいと考えるがどうか。
健康福祉部長…子どもから高齢者まで心も体も満たされる、安心して過ごせる
居場所が地域の身近な所にできるよう、みんたべ協議会の協力を得ながら運
営にあたっての幅広いサポートを行っていく。
質問…給食の牛乳飲用については、アレルギーが増えていることや食品ロスの
観点からも選択制にしてほしいがいかがか。
教育文化財部長…牛乳の飲用停止の診断書の提出が負担であるという声や、牛
乳の残食量の増加傾向を考え、牛乳の在り方について今一度検討してより良
い給食の実現を目指して取り組みを進める。
その他の質問：「学校、家庭生活に関する調査」で明らかになった課題と
どう向き合うのか、本庁舎の手洗いをせっけんに
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救急搬送数130％死亡者数120％激増の実態
無所属 長嶋　竜弘

質問…令和２年比で令和４年と令和５年上期の救急搬数が130％増、死亡者数が
120％と増加している実態についてどのように考えているか。
市長…救急搬送数や死亡者数が、過去に比べて増加傾向にあることは認識して
います。要因につきましては、なかなか市だけで答えが出るというものでもな
いと思います。
その要因について、国立感染症研究所感染症疫学センターが、日本における

新型コロナウイルス感染症流行期における死亡者数について詳細な分析をし
ていくことを検討していることから、その動きを注視してまいります。

その他の質問：やる気なし一向に改善しない交通道路問題、被害認定
4098名薬害の歴史を変えたコロナワクチン

自治会町内会等への補助金について
自民党 志田　一宏

質問…ウィズコロナ時代となり、４年ぶりに夏祭りを開催した町内会も、物価の
上昇や少子高齢化で運営は困難さが増している。地域力維持向上のために尽
力している町内会には、補助金を出せないか。また町内会の再編について市長
の考えはいかがか。
市長…コロナ前は、町内会同士で活動の活性化について意見交換する交流の場
を設けていた。コロナ禍になり交流は止まっている。自治会町内会の皆さん
は、苦労しながら運営されている。市内様々な町内会があるが、ずいぶん差が
出てきた。町内会の運営状況を踏まえ、補助も含めて、地域コミュニティの活
性化の一翼を担っている自治会町内会活動が円滑に進むよう支援の在り方を
検討する。
その他の質問：市立小中学校のプールについて

こども・若者の意見聴取について
無所属 藤本　あさこ

質問…ワクワクする学びについてはたくさんの新しい施策を実施されている
が、不登校やいじめ対策については何か施策はないか。前教育長が、学校には
福祉機関としての役割もあると答弁されていたが、高橋教育長になって新し
い独自の福祉に関する施策などは打たれるのか。
教育長…現時点では新しい施策はないが、各学校に、児童支援専任教諭・生徒指
導担当教諭・教育相談コーディネーターの配置を継続していく。

その他の質問：気候変動に関する取り組みについて、鎌倉市の教育の
今後の方針について 

バスケットボールイベント・姉妹都市について
無所属 松中　健治

質問…バスケットボール日本代表がオリンピック出場を決めたが、この機運に
乗じてバスケットボールイベントを開催したらどうか。
健康福祉部長…市内でバスケットボールイベントを開催することで、例えば不
登校になっている児童等にも見学や体験をしてもらうなど、イベントの開催
内容や場所、時期について今後検討していく。
質問…令和４年12月定例会でも取り上げたが、鎌倉市と鹿児島市との間で友好
交流の動きはどのようになっているのか。
市長…現在、文化や観光を中心とした交流協定の締結に向けて協議を行ってお
り、引き続き、協定書の内容や調印式の日程について鹿児島市と調整を行って
いく。
その他の質問：

交通渋滞対策/粗大ごみ収集利便性の向上
無所属 くり林　こうこう

質問…交通渋滞対策は喫緊の課題。抜本的な改革を行いたい。
市長…令和４年度に設置したAIカメラのデータをもとに、令和５年度に交通分
析を行う予定。ハードとソフトを組み合わせた形での検討を行う。
質問…粗大ゴミ収集予約での利便性向上を望む声が市民からある。今後どのよ
うに利便性を向上させるのか。
環境部長…令和６年度中に新システムの導入を考えている。予約空き状況のリ
アルタイムでの確認、収集日のスムーズな確定ができるようなシステムにし
たい。

その他の質問：鎌倉市ケアラー支援条例と具体策、観光振興と住民生活
の共生(鎌倉高校前、海水浴場など)、再生可能エネルギーの導入

【おわびと訂正】
第262号（令和５年（2023年）８月１日発行）３面、納所輝次議員の一般質問記事の

答弁者に一部誤りがございました。正しくは以下のとおりです。
（誤）６行目の同部長　→　（正）こどもみらい部長
（誤）９行目の同部長　→　（正）教育文化財部長

おわびして訂正いたします。
なお、市議会ホームページに掲載している記事につきましても、訂正しています。

９月定例会では、７件の陳情が提出され
ました。そのうち、１件を全議員に配付し、
６件を各常任委員会に付託し、審査を行い
ました。
付託した６件のうち、４件を継続審査と

し、本会議において２件を採択しました。
結論が出た陳情の要旨および結果は次

のとおりです。
【採択した陳情】
◇通院対策についての陳情
陳情の要旨
令和６年度予算策定に際し、人工透

析治療を受けている方の通院にかかる
費用について、移動困難者の交通費負担
が軽減されるよう、助成制度の拡充を求
めるものです。
◇重度障害者医療費助成制度継続につい
ての陳情
陳情の要旨
令和６年度予算策定に際し、重度障

害者医療費助成制度について、透析患者
ならびに全ての重度障害者が負担なく
医療を受けられるよう、制度の継続なら
びに条件に対する再検討を求めるもの
です。
以上２件は、教育福祉常任委員会、本

会議ともに総員の賛成により採択しま
した。

陳情の議決結果
紙の健康保険証廃止について停止し、見直しを求める意見書

本年６月２日、番号法等改定案が成立し、同月９日に公布された。これによ
り、2024年10月に現行の（紙の）健康保険証は廃止され、マイナンバーカード
への一本化（マイナ保険証）が基本となる。しかし、この間、マイナンバーカー
ドやマイナ保険証をめぐり、様々なトラブルや問題が頻発したことにより、
制度やシステムに対する国民不信は広がりを見せている。
医療現場では、マイナ保険証などオンライン資格確認システムのトラブ

ルが７割にも上るとの調査結果が報道されている。直近では健康保険証の
券面に記載された窓口負担割合とオンライン資格確認で表示された窓口負
担割合の相違があった事例があったとの報道もあった。こうした問題が生じ
ている要因は様々考えられるが、現時点でマイナ保険証に関わるシステムの
基盤をなすデータの正確性や信頼性に問題があることは明らかである。
介護現場においても９割超の高齢者施設が入所者のマイナンバーカード

（暗証番号を含む）の管理に不安を抱いているとの報道も報じられている。
厚生労働省はマイナンバーカードを取得していない人に対して、健康保

険証の代わりとなる「資格確認書」を発行するとしているが、国民健康保険の
管理業務を担う自治体事務の現場からは、申請や更新の失念などにより、「無
保険扱い」が生じる危険性、保険者の実務の負担増を懸念する声が上がって
いる。事実、神奈川県下の国民健康保険・後期高齢者医療制度の主管課長等
一同は６月20日、厚生労働省保健局長に対して「マイナンバーカードと健康
保険証の一体化に対する要望書」を提出した。要望書では、前述の危険性や
懸念など指摘した上で、国民健康保険や後期高齢者医療制度の円滑な運営
の確保に向けて、「資格確認書」の様式や交付ルールなどを現行の健康保険
証に準じたものにするよう求めている。
以上のような患者、医療、介護現場、自治体現場が抱える問題や懸念から

も紙の健康保険証廃止について停止し、見直しを求めるものである。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和５年（2023年）10月３日 鎌　　倉　　市　　議　　会

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書
帯状疱疹は、過去に水痘に罹患した者が、加齢や過労、ストレスなどによる免疫力の低下

により、体内に潜伏する帯状疱疹ウイルスが再燃し発症するものである。
日本人では、50歳代から発症率が高くなり、80歳までに３人に１人が発症すると言われ

ており、治療が長引くケースや後遺症として痛みなどの症状が残るケースもある。
この帯状疱疹の発症予防のために、ワクチンが有効とされているが、費用が高額になる

ことから接種を諦める高齢者も少なくない。
帯状疱疹による神経の損傷によって、その後も痛みが続く「帯状疱疹後神経痛」と呼ばれ

る合併症に加え、角膜炎、顔面神経麻痺、難聴などを引き起こし、目や耳に障害が残ることも
あるとも言われている。
そこで政府に対して、一定の年齢以上の国民に対するワクチンの有効性等を早急に確認

し、帯状疱疹ワクチンの助成制度の創設や予防接種法に基づく定期接種化を強く求める。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和５年（2023年）10月３日 鎌　　倉　　市　　議　　会

くりはらえりこ議員に対する問責決議
くりはらえりこ議員は、令和５年６月定例会における６月16日開催の建設常任委員会

で、「議会だよりに市長が介入した」という発言を行った。
執行機関からの独立性の確保を図っている議会が、市長の介入を容認しているとの発

言は、市民の信頼を大きく揺るがす発言である。発言の真意を確認するべく、くりはらえり
こ議員に対し、度重なる発言の根拠の提示を求め続けてきたが、今日まで一切の根拠の提
示はない。
提示できる事実がないにもかかわらず、議員という立場で、常任委員会という公式な記

録が残る場面において根拠のない発言を行った、くりはらえりこ議員には、今後、資質の向
上に努めるとともに、根拠のない発言は厳に慎むべきであると言わざるを得ない。
よって、本市議会は、くりはらえりこ議員の責任を問い、猛省を強く求める。
以上、決議する。
令和５年（2023年）10月３日 鎌　　倉　　市　　議　　会

可決した意見書・決議 9月定例会では、次の意見書提出および決議に係る議会議案を可決しました。なお、
可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関係機関に送付しました。
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一般会計決算等審査特別委員会委員名簿（議席順）
委員長
副委員長

委　 員

決
算
関
係
議
案
の
提
案

９
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、一
般
会
計
決
算
等

７
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

議
会
は
、９
月
12
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
７
名
（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
令
和
４
年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
、こ
れ

ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、９
月

12
日
、
21
日
、
22
日
、
25
日
、
26
日
、

27
日
、
10
月
２
日
の
７
日
間
に
わ

た
り
、
正
・
副
委
員
長
の
選
任
、

予
算
審
査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘

事
項
の
反
映
状
況
や
、
第
３
次
鎌

倉
市
総
合
計
画
第
４
期
基
本
計
画

実
施
計
画
の
諸
施
策
の
進
捗
状
況

な
ど
を
中
心
に
、
予
算
の
適
正
な

執
行
と
、
そ
の
行
政
効
果
に
つ
い

て
担
当
部
課
等
へ
の
質
疑
等
を
行

う
と
と
も
に
、
重
要
課
題
に
つ
い

て
は
市
長
に
出
席
を
求
め
、
そ
の

見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、一
般

会
計
、
大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開

発
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認

定
。
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特

別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
総

員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
お
よ
び

決
算
は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

お
よ
び
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、討
論
・
採
決

10
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ
び
結

果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
中
で
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
議
案
に
対
し

て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
全
会

一
致
と
な
っ
た
次
の
三
つ
の
意
見

が
付
さ
れ
ま
し
た
。

〇
高
齢
者
の
外
出
支
援
等
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
暮

ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
予

算
お
よ
び
人
員
な
ど
の
体
制
を
充

実
さ
せ
た
上
で
、現
在
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
等
支
援
事
業
を
継
続
的
な

補
助
制
度
へ
拡
充
す
る
な
ど
、高

齢
者
の
外
出
支
援
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
に
寄
り
添
っ
た
多
様
性
の

あ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求

め
る
。

〇
観
光
振
興
に
つ
い
て

急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
つ
い
て

は
、外
国
語
対
応
可
能
な
観
光
案

内
所
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
す
る
な

ど
、
観
光
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、鎌
倉
の
魅
力
の
向
上
お
よ

び
本
市
の
観
光
分
野
に
お
け
る
収

入
増
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
ほ

か
、本
市
が
「
密
」
を
避
け
る
行

動
の
た
め
の
参
考
情
報
と
し
て
運

用
を
行
っ
て
い
る
鎌
倉
観
光
混
雑

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
対
象
箇
所

を
増
や
し
、ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像

に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
を
表

示
す
る
な
ど
、さ
ら
な
る
拡
充
を

求
め
る
。

〇
消
防
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

べ
く
、
24
時
間
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
消
防
職
員
に

つ
い
て
は
、適
正
な
人
員
を
確
保

す
る
た
め
、
継
続
し
た
採
用
を
行

う
と
と
も
に
、消
防
団
員
に
対
し

て
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修

等
を
推
進
し
、負
担
軽
減
を
図
り
、

円
滑
な
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

求
め
る
ほ
か
、地
域
防
災
力
の
充

実
・
強
化
を
図
る
た
め
、消
防
団

活
動
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
分
団

器
具
置
き
場
の
計
画
的
な
維
持
修

繕
や
資
機
材
の
充
実
を
求
め
る
。

そ
の
後
、６
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、一
般
会
計
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
お
よ
び
公
共
用
地
先
行

取
得
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
総
員
の
賛

成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
お
よ
び
決
算
は

総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
お
よ
び

認
定
し
ま
し
た
。

９月14日開催　審査した内容（議案３件、報告事項３件） ９月19日開催　審査した内容（議案３件、報告事項４件）

９月15日開催　審査した内容（議案３件、陳情２件、報告事項５件） ９月13日開催　審査した内容（議案２件、陳情４件、報告事項８件）

市民環境常任委員会
建 設 常 任 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会
教育福祉常任委員会

深沢地域整備事業用地内で暫定利用している深沢多目的スポーツ広場
が、令和６年度以降に予定している土地区画整理事業に伴い、令和６年
（2024年）１月をもって一般利用を終了することから、代替地として山崎浄
化センター敷地内にスポーツ等広場を整備するとのことです。
整備内容としては、高さ10メートルの防球ネットをＪＲの線路側や住居
側などに設置し、ボール等が広場外に出ないようにするとともに、整地を
する予定とのことです。また、山崎浄化センターの土地は国の補助金を活
用して取得したものであるため、当該整備を行うには国の承認が必要であ
ることから、県を通じて国へ承認申請しているとのことです。
本件については既に深沢多目的スポーツ広場の利用団体に周知してい
ますが、今後の利用方法など詳細について、丁寧に説明等を行っていく予
定であるとのことです。
委員会では、報告事項について了承されました。

市では、国道134号稲村ケ崎駅入口交差点付近の道路擁壁の破損および
海側歩道の沈下に伴い、令和３年（2021年）８月から、当該歩道上に仮設し
た下水道管を車道内に埋設する新たな下水道管に切り替える工事を進め
ています。
この工事について、当初の設計条件と現場の状況が変わってきているこ
とにより、必要な工法変更を行うため、建設改良費を２億2171万６千円増
額するなどの補正予算案が提案されました。
なお、工期について
は、現時点で令和６年
（2024年）10月の竣工を
予定しているとのこと
です。
委員会では、本議案に
ついて、総員の賛成によ
り可決されました。

名越クリーンセンターは令和７年（2025年）１月中をめどに稼働を停止します。
停止後は、今泉クリーンセンターに市内の燃やすごみを搬入したのち、逗子市の既
存焼却施設や民間処理施設等に運搬の上、焼却や資源化処理を行う予定とのこと
です。また、名越クリーンセンターの解体後、同地に中継施設を整備する予定であ
るため、「鎌倉市名越中継施設整備基本計画」を令和５年（2023年）８月24日付で策
定し、処理方法や施設規模等を設定したほか、稼働開始時期を令和10年度中とする
よう見直したとのことです。中継施設の整備に当たっては、名越クリーンセンター
周辺自治・町内会と組織する協議会において、協議を継続していくとのことです。
また、今泉クリーンセンターの中継機能の継続利用については、住民説明会や交

通量調査を実施したほ
か、今後も周辺町内会と
組織する協議会におい
て協議を継続していく
とのことです。
委員会では、報告事

項について了承されま
した。

（仮称）おくやみコーナーは、身近な方を亡くされた後に市役所で行わな
ければならない手続きを１カ所に集約し、ご遺族等の不安や負担を軽減す
ることを目的として設置しようとするものです。
現状では、身近な方を亡くされた場合の様々な手続きについては、市民
課へ死亡届を提出した後、ご遺族等が各課窓口を回り、必要な手続きを
行っていますが、ご遺族等は、葬儀の執り行いや関係者への連絡、調整等、
短期間に多くの事務を行う必要があり、大きな負担がかかります。このた
め、（仮称）おくやみコーナーでは、市で行う全ての手続きの案内と申請受
付を行うことを想定し、12月中の設置を目指して詳細な制度設計を検討し
ていくとのことです。
設置場所は、令和５年（2023年）11月以降に開放予定の本庁舎１階の市
民課マイナポイント申込サポート窓口スペースを活用するとのことです。
委員会では、報告事項について了承されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します

令
和
４
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
決
算
等
を
認
定

報告事項　ごみ処理施策等の進捗状況について 報告事項　（仮称）おくやみコーナーの設置に向けた取組状況について

議案第53号　令和５年度鎌倉市下水道事業会計補正予算（第１号） 報告事項　深沢スポーツ広場代替用地の整備状況について

【公共下水道（汚水）改築工事の施工箇所】

R9 R10R4 R5 R6 R7 R8
【中継施設整備の全体スケジュール概要】

前川　綾子（夢 みらい 鎌 倉）

高野　洋一（日本共産党鎌倉市議会議員団）

児玉　文彦（公明党鎌倉市議会議員団）

日向　慎吾（夢 みらい 鎌 倉）

くりはらえりこ（銀 河 鎌 倉）

森　　功一（自民党・無所属の会）

保坂　令子（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）



７
万
３
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
総
額
は
、
１
７
０
億
５
６
７
万

３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

西
村 

美
奈
子
氏
（
横
浜
市
在
住
）

任
期
は
、
令
和
５
年
10
月
29
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●議会だより、議会ホームページに関するご意見はこちらへ　〒248-8686（住所は省略できます）議会広報委員会　E-mail:gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り令和5年 （2023年）11月1日 第 2 6 3号     （6)

私
は
若
者
か
ら
年
配
の
方
々

ま
で「
ま
ず
表
紙
を
見
て
１
枚

め
く
っ
て
み
た
い
」そ
ん
な
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
議
会
広
報
委

員
会
は
開
か
れ
ま
す
。６
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
は
他
自
治
体
の
議
会
だ

よ
り
を
持
ち
寄
り
、活
字
や
写

真
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、読
み
手

に
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
か
な
ど

を
検
討
し
、今
後
の
参
考
と
し

ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
年

４
回
の
発
行
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
け
る
、そ
ん
な
内
容
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
忌
憚
な
い
ご
意
見
を

議
会
広
報
委
員
ま
で
頂
戴
で
き

ま
す
よ
う
、こ
の
場
を
お
借
り

し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　

議
会
広
報
委
員　

　

後
藤  

吾
郎

編
集
後
記

編
集
後
記

緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要

と
す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、７

月
13
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、市

長
か
ら
２
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　

建
物
収
去
・
建
物
退
去
土
地
明
渡

請
求
事
件
の
控
訴
の
提
起
に
つ
い

て【
議
案
第
31
号
】

鎌
倉
市
小
町
に
本
市
が
所
有

お
よ
び
管
理
し
て
い
る
水
路
お
よ

び
水
路
用
地
が
建
物
に
よ
り
不
法

に
占
有
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

状
態
を
解
消
す
べ
く
、
建
物
所
有

者
お
よ
び
占
有
者
に
対
し
て
、
平

成
30
年
10
月
30
日
に
本
市
が
建

物
収
去
・
建
物
退
去
土
地
明
渡
し

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、一
部

被
告
ら
と
の
関
係
で
は
和
解
が
成

立
し
た
も
の
の
、
令
和
５
年
７
月

６
日
付
で
、
第
１
審
で
あ
る
横
浜

地
方
裁
判
所
か
ら
、
そ
の
他
被
告

ら
に
対
す
る
明
渡
請
求
が
権
利

濫
用
に
該
当
す
る
と
し
て
、
原
告

で
あ
る
本
市
の
請
求
を
い
ず
れ
も

棄
却
す
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、

こ
の
判
決
に
不
服
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
控
訴
を

提
起
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
議
案
第
32
号
】

（
仮
称
）
長
谷
３
号
緑
地
の
崖

崩
れ
の
緊
急
対
応
お
よ
び
本
復
旧

工
事
に
向
け
た
工
事
設
計
に
係
る

経
費
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
４
７
７
３

万
３
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
は
、
６
８
２
億
８
７
９
６
万

４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

３
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
23
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

紙
の
健
康
保
険
証
廃
止
に
つ
い
て

停
止
し
、見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て【
議
会
議
案

第
３
号
】（
詳
細
は
４
面
に
掲
載
）

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並

び
に
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て【
議
会
議

案
第
４
号
】（
詳
細
は
４
面
に
掲

載
）

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

く
り
は
ら
え
り
こ
議
員
に
対
す

る
問
責
決
議
に
つ
い
て【
議
会
議

案
第
２
号
】（
詳
細
は
４
面
に
掲

載
）

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源

化
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て 【
議
案
第
49
号
】

事
業
者
が
排
出
す
る
ご
み
の

処
理
に
関
し
、
適
正
な
費
用
負
担

を
求
め
る
た
め
、
植
木
剪
定
材
以

外
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手

数
料
を
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
２

５
０
円
か
ら
４
０
０
円
に
改
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
令
和
６
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
議
案
第
50
号
】

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構

造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火
気

器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
必
要

な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
蓄
電

池
設
備
に
つ
い
て
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
等
に
向
け
、
さ
ら
な
る
普

及
の
拡
大
や
大
容
量
化
が
見
込
ま

れ
る
と
と
も
に
、
材
料
・
構
造
等

の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
等
の
標
準
規
格
に
お
い
て

出
火
防
止
措
置
や
延
焼
防
止
措

置
等
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
主
に
開
放
形
の
鉛
蓄
電
池
を

想
定
し
た
内
容
で
あ
る
従
前
の
基

準
を
、
蓄
電
池
設
備
の
種
別
や
安

全
性
に
応
じ
た
内
容
と
な
る
よ
う

改
定
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
別

表
第
１
に
定
め
る
厨
房
設
備
の
部

に
お
い
て
、
固
体
燃
料
を
用
い
た

厨
房
設
備
の
離
隔
距
離
を
新
た
に

定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
令
和

６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
35
号
】

大
船
消
防
署
に
配
置
予
定
の

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
購
入
に

つ
い
て
の
製
造
請
負
契
約
を
、一

般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
、
千

葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
１
５
３
０

番
地
、
株
式
会
社
モ
リ
タ
テ
ク
ノ

ス
東
京
支
店
と
締
結
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
消
費
税
額
お
よ
び
地

方
消
費
税
額
を
含
む
契
約
金
額

は
２
億
１
３
４
０
万
円
で
、
納
入

期
限
は
令
和
７
年
３
月
28
日
の
予

定
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
議
案
第
51
号
】

国
県
支
出
金
返
還
金
に
係
る

経
費
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
支
援
金
に
係
る
経
費
、
民
間
保

育
所
等
給
食
費
・
光
熱
費
補
助
金

に
係
る
経
費
、
医
療
機
関
等
に
お

け
る
光
熱
費
等
支
援
金
に
係
る

経
費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
個
別
接
種
推
進
支
援
金
に

係
る
経
費
、
民
有
緑
地
維
持
管
理

助
成
金
お
よ
び
夫
婦
池
公
園
堤

体
補
修
設
計
に
係
る
経
費
、
不
登

校
特
例
校
設
置
に
伴
う
外
構
工

事
設
計
に
係
る
経
費
、
体
育
館
等

ロ
ッ
カ
ー
購
入
費
な
ど
の
経
費
を

追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳

入
歳
出
と
も
に
３
億
４
５
３
５
万

６
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
、
６
８
６
億
３
３
３
２
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）【
議
案
第

52
号
】

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
出
産
す
る

被
保
険
者
の
産
前
産
後
に
お
け
る

国
民
健
康
保
険
料
免
除
措
置
に

対
応
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
業
務
に
必

要
な
経
費
を
追
加
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
７
９

《
市
長
提
出
議
案
》

《
市
長
提
出
議
案
》

《
議
員
提
出
議
案
》

《
人
事
案
件
》

控
訴
の
提
起

9
月
定
例
会

補
　
正
　
予
　
算

補
　
正
　
予
　
算

条
例
関
係
議
案

製
造
請
負
契
約
の
締
結

7
月
臨
時
会

公
平
委
員
会
委
員

議決された主な議案
無

所

属

銀

河

鎌

倉

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・
鎌

倉

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

自

民

党
・

無
所
属
の
会

夢
み
ら
い
鎌
倉

　
長
嶋
　
竜
弘

　
竹
田
　
ゆ
か
り

　
久
坂
　
く
に
え

　
藤
本
　
あ
さ
こ

◎
吉
岡
　
和
江

◎
保
坂
　
令
子

◎
く
り
は
ら
　
え
り
こ

◎
大
石
　
和
久

◎
志
田
　
一
宏

　
日
向
　
慎
吾

　
出
田
　
正
道

◎
中
里
　
成
光

　
池
田
　
　
実

　
前
川
　
綾
子

　
後
藤
　
吾
郎

　
く
り
林
　
こ
う
こ
う

　
千
　
　
　
一

　
松
中
　
健
治

※７月臨時会では、市長提出議案２件、９月定例会では、市長提出議案23件、議員提出議案３件、陳情２件の採決を行いました。
※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※久坂くにえ議員は、令和５年（2023年）10月３日付で辞職しました。 

※会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する２人
以上の議員で構成されます。

※会派に属する議員は代表質問を行うことができます。
また、議会運営委員会や予算・決算等特別委員会の委員
となることができます。

会 派 名

議 員 名 ※◎は会派の代表者
※池田実議員は議長のため、採決には参加していません。

主 な 議 案 議決結果
第49号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ －

可決

認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第37号

令和４年度鎌倉都市計画事業大船駅東口市街地再開発
事業特別会計歳入歳出決算の認定について

鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－ － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第38号

令和４年度鎌倉市国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定について 認定

認定

第39号

令和４年度鎌倉市公共用地先行取得事業特別会計歳入
歳出決算の認定について第40号

令和４年度鎌倉市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定第41号

令和４年度鎌倉市後期高齢者医療事業特別会計歳入
歳出決算の認定について 認定第42号

令和４年度鎌倉市下水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について 可決・認定第43号
紙の健康保険証廃止について停止し、見直しを求める
意見書の提出について 可決第3号

第4号 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める
意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

条
例
そ
の
他

決
算

９
月
定
例
会

議
会
議
案

　
森
　
　
功
一

　
中
村
　
聡
一
郎

　
児
玉
　
文
彦

　
納
所
　
輝
次

　
武
野
　
裕
子

　
高
野
　
洋
一

　
井
上
　
三
華
子
　

 

　
岡
田
　
和
則

第35号 製造請負契約の締結について（はしご付消防自動車購入）

令和４年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について

○：賛成　　－：反対

に
し
む
ら　

       

み
な
こ
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